
児童生徒のようす

明朗で礼儀正しく、落ち着いた態度で学

校生活を送っている。特に、学習に対する

意欲が高く、学習課題について、協力し考

えを深める姿勢が身に付いている。また、

定期的に小中の交流を行うことで、相互の

信頼感を高め、個々の自信や将来の意欲に

つながっている。

◇授業研究チーム ◇学力向上チーム

・重点教科の ・家読

９年間の連続性 ◇特別支援チーム

・小中の情報交換と交流

◇体力向上チーム

・新体力テストの結果を踏まえた活動

◇健康づくりチーム

・生活習慣チェックカード

2022～2023年度

国分寺中学校区実践研究

「学び合いを深める

聴く・伝える・関わる力の育成」

全教科・領域において、４つの部会

での取組を通し、学び合いを深める

聴く・伝える・関わる力を育成します。

地域のようす

ＪＲ宇都宮線小金井駅を最寄りの駅と

し、交通の要所である国道４号線を中心線

として、東西に開けた自然豊かな地域であ

る。また、旧来より日光街道の宿場町とし

て栄え、下野国分寺跡や国分尼寺跡などの

文化遺産を有する歴史と伝統ある地域であ

る。保護者や地域住民は学校の教育活動に

理解があり、協力的である。

・多様な意見を、自分なりに解釈しながら

聴くことができる。

・わからないことなどを質問し、話し手の

意図を理解することができる。

・他の人の考えと、自分の考えとを

関連づけて伝えることができる。

・時と場合に応じてコミュニケーション

をとることができる。

・どんな意見でも受容的な態度で聴く

ことができる。

・他の人の考えと、自分の考えを比べ

ながら聴くことができる。

・大事なことを落とさずに聴くことが

できる。

・わからないことを、友だちに尋ねる

ことができる。

・先生や友だちの顔を見て、反応しな

がら最後まで聴くことができる。

・聴いて、わかったこととわからない

ことを、区別できる。

聴く

安心感をもって学び合える学級

・自分の考えを分かりやすく伝えること

ができる。

・時と場合に応じた言葉遣いをすること

ができる。

・自分の考えを明確にし、理由も交えて

伝えることができる。

組織体制

推進部会

教務部会

事務部会

分
離
型

・自分の考えを分かりやすく伝える

ことができる。

・相手を意識した話し方ができる。

・自分の思ったことを素直に話すことが

できる。

・聞きやすい声の大きさ、言葉で話そう

とすることができる。

学
び
の
基
礎
を
つ
く
る

伝える

・自分から元気のよいあいさつ、返事

ができる。

・話を最後まで聴き、自分の思いを伝

えることができる。

・時と場合に応じたあいさつ、返事がで

きる。

・相手の気持ちや立場を考えて、自分の

思いを伝えることができる。
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【食育授業】
栄養教諭が中学

校や小学校で食

育の授業を行い

ます。

【学校保健委員会】

健康安全指導部会

中
１

学習指導部会

・里山活動

・読み聞かせ

・作品交流

地域連携部会

・子ども未来プロジェクトの推進

・国中学校区生活のきまりの見直し

・小中学生交流活動

小学校・中学校で共通して「家庭

学習協調週間」を設定するなど、

９年間の学びをつなぐ、揃えるこ

とで、安心して学習に取り組める

ように工夫しています。

小学生や中学生の代表が、子ども

未来プロジェクトの活動について

話し合ったり、６年生と中学生が

交流したりします。

中学生が地域の読み

聞かせボランティア

から指導を受け、小

学生に読み聞かせを

行います。

小学生や中学生の作品

を互いに鑑賞し合った

り、公民館や学校に展

示したりしています。

学校医、PTA役員、地域の
方、小中学校職員と児童・

生徒の代表等が参加して、

各校の健康課題の共有を

し、対応について話し合っ

ています。

隣接型

児童・生徒指導部会

特 色

隣接型および分離型で小中一貫教育を進

めている。

児童生徒理解を中心とした教職員の合同

研修の実施や子ども同士の交流活動を充実

させ中１ギャップの解消に努めている。

小小連携

【学びをつなぐ】

【国分寺中】 【国分寺小】

【国分寺東小】

【小中交流】 【読み聞かせ】

【作品交流】


